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オーガニック食品だけで 10 日間生活してみた !  グリーンピース・ジャパンによる調査

　数値としては上記の尿検査の結果により、健康面で有機の食事を取ることの重要性が示されていますが、それ以外にも良い
点が取り上げられています。このチャレンジに参加した２家族から『有機の野菜は味が濃くて美味しい』という感想が述べら
れ、また有機のものが販売されていない餃子の皮を手作りすることで、手間をかけて料理することの楽しさをあらためて認識
したということでした。このように様々な面で有機の野菜の良さを伝えるものとして非常に効果的なものになっていますので
ぜひ一度、上記のホームページをご覧になることをお勧めします。
　グリーンピース･ジャパンでは近年有機農業を広めるための活動にも非常に力を入れており、「有機農産物と農薬に関する消
費者調査」や有機農業の取扱いに関するスーパー等の評価・ランキングを行ったりと、ここで取り上げた以外にも農薬の問題
点の周知や有機農産物の普及のための様々な取り組みがホ－ムページで紹介されておりますので、ぜひご覧ください。

国際環境NGOグリーンピース・ジャパンは、今まで普段はオーガニック食品を食べていなかった２家族に、１０日間オーガニック食品だけ
で生活してもらい、その前後で尿サンプルの検査を実施しました。これが非常に話題になっています。特に尿中の農薬は 10日間の食事の
変化だけで以下のように大幅に低下したという結果が示されており、１０日間だけでの明確な違いに驚かされます。

①普段オーガニック
　食品を食べていない
　家族

②普段の食事と
　オーガニックの
　食事でそれぞれ
　一定期間

③それぞれの
　期間の前後で
　尿サンプルを
　採取

④ドイツの
　研究所に
　委託分析

⑤全部で 31 種類の農薬と
　代謝物（体内で分解された
　農薬の成分）を調べました

⇒⇒ ⇒⇒

■その結果≪大人≫ ≪子ども≫

■尿中からどのくらい農薬が見つかるか、専門機関と調査

普段の食事をオーガニックに切り替えると、何が変わるの？　２家族の協力で、調べました

■農薬・代謝物とその影響

調査では有機リン系、グリホサート、
ピレスロイド系で大きな差がでました

■尿サンプルを分析した
　トーマス・ゲーエン博士のコメント

「農薬に私たちの体がさらされることについて、従来の食事からオーガニックの
　食事へ切り替えることの有益な影響を示しています」

≪主な農薬の種類と指摘されている健康リスク≫

有機リン系 ピレスロイド系 グリホサート ネオ二コチノイド系 カーバメイト系

（代謝物はフェノール系）神経毒性
知的発達障害
など

神経毒性
内分泌かく乱
など

発ガン性など 神経毒性
発達への影響
など

神経・脳の
発達への影響
など

→→　http://act-greenpeace.jp/food/organic-ranking2016/

グリーンピースは、世界規模の環境問題に取り組む国際環境NGOです。「脱原発」と「自然エネルギーの確実な導入」、そして「持続可能な
漁業と農業の実現」を最優先に、消費者や生産者とともに、企業や政府に働きかけています。特定の政治家や候補者ではなく脱原発を目
指す活動を応援しています。

国際環境ＮＧＯグリーンピース

国際環境ＮＧＯ

オーガニックをもっと気軽に買いたい！

オーガニックランキング！！

グリーンピースがスーパーマーケット大手6 社と
生協に、アンケート調査を実施。
7 つのポイントで、各社を評価しました。

詳しい結果はこちらのサイトで → http://act-greenpeace.jp/food/organic-ranking2016/

≪以下の７項目を調査≫

■現時点でオーガニックの割合は全体の5% にとどまる。消費者や
　生産者と距離の近い強みを生かして、オーガニックを増やすとと
　もに、ミツバチ保護の観点からも自主的にネオニコを規制するな
　ど、さらに業界をリードしてくれるような対策に期待。 

オーガニック取り扱い　　　

今後の方針　　　

農家支援　　　

農薬規制　　　

ミツバチ保護　　　

お米ネオニコフリー　　　

ほうれん草ネオニコフリー

1 位：コープネット事業連合 関東信越地域を中心に宅配
店舗展開する最大規模の
生活協同組合

２位：イオン 全国に店舗展開、食品売り上げNo1 の
スーパーマーケット最大手

■現時点でオーガニックの割合は全体の5% にとどまる。
　最大手スーパーの方針は、作り手のモチベーションに
　も影響力が強いので、積極的な取り組みを直営農場だ
　けでなく、全取引先に拡大し、さらにネオニコを使って
　いないほうれん草やお米に切り替えてほしい。 

宛先：  厚生労働大臣、環境大臣、農林水産大臣 

緊急署名：新たなネオニコ系農薬を承認しないよう求めます

■４月 30 日まで電子署名を集めています！ご賛同いただける方は是非！

■やっぱりオーガニック食品が食べたい！

「近所のスーパーに
オーガニック野菜が足りない」

「オーガニック野菜・

くだものを買いたい」

半数の農家が、流通経路や支援など「条件が整えば有機農業に
切り替えたい」と考えています。スーパーや生協がオーガニック
を取り扱う明確な目標を発表すれば、農家さんは安心して、有機
農業に切り替えることができます。

（平成25年の農林水産省の統計より）

消費者の 67.1％
足りないと感じている

消費者の 68.8%

■「有機農業に切り替えたい」

農家の

49 ％

詳細及び、署名先は

４月 1 日のＨＯＡＳのブログに

リンク先を掲載しています。

または下記へ。

https://www.youandme.jp/

petitions/xin-tananeonikoxi-nong

-yao-falsejie-jin-wosinaidekudasai

（有機農業推進協会　会報 76 号より）

現在ネオニコチノイド系農薬のスルホキサフロルの登録プロセスが進められています！

グリーンピースの調査でオーガニックを増やすことに消極的なスーパーの現状が明らかになりました


